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令和 2年度浜松市小児慢性特定疾病審査会会議 会議録

１ 開  催  日  時  令和 3年 1月 14 日（木） 午後 6時 00 分から午後 6時 45 分

２ 開  催  場  所  浜松市口腔保健医療センター 講座室

３ 出  席  状  況   委 員    石川 貴充、緒方 勤、西田 光宏、松林 正、横田 卓也 

                    事務局    鈴木 達夫（医療担当部長）、板倉 称（健康福祉部医監） 

                 小山 東男（健康増進課長）、平野 由利子（健康増進課長補佐） 

健康増進課職員 3名 

４ 傍    聴    者    0 人

５ 議  事  内  容 

（１） 令和 2年度上半期実績報告 

（２） 審査の実施に係る確認事項について 

① 担当疾患群の確認 

② 審査の流れ及び取り決めについて 

           （３） 小児慢性特定疾病指定医及び指定医療機関について 

           （４） その他 

６ 会議録の作成者   健康増進課母子グループ 黒田 和泉 

７ 記 録 の 方 法   発言者の要点記録 

録音の有無  有・無

８ 会  議  記  録 

    定刻の午後 6時 00 分に開会し、事務局から出席数の報告、情報公開の確認、委員の紹介、医療

担当部長挨拶を行った。なお、資料の公開に関しては、個人が特定される可能性がある上半期不

承認疾病及び理由概略（1ページ）、別表１小児慢性特定疾病受給認定疾病一覧（3～7ページ）及

び、審査委員の担当疾患を示した資料（9ページ）については非公開とする旨説明し、了承を得た。 

    会長に緒方委員が選出され、職務代理者には横田委員が指名された。 

【会 長】 

それでは、議題（１）令和 2年度上半期実績報告について、事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 

  令和2年度上半期の実績について、資料1ページから8ページ、15ページから16ページを基に説明。

【会 長】 

実績報告について、ご意見などありますか。 

公開・非公開の別 
□  公 開 ■  部分公開 

□ 非公開 
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まず、患者会が多く中止となり情報伝達の面において大きな問題があったかと思いますが、患者会

も最近はＷＥＢを使いだしたと聞いていますので、少し改善するかと思います。 

自立支援事業について、漠然とした不安を相談できるのはとても有用で、患者さんにとって大きな

サポートになっていると思います。 

一つ、今年は更新申請がなく自動更新だったことで、成長ホルモン分泌不全について身長が中止の

基準に達してしまったが、対象でなくなることを知らず、引き続き使えると思っていた人がいました。

今年はまた自動更新になることはないと思いますが、この場で伝えておきます。 

他になければ、議題（２）審査の実施に係る確認事項について事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 

審査の流れ等について、資料 10 ページから 11ページを基に説明。 

【会 長】 

  議題（２）に関しまして、何かご意見ございますか。 

特に大きな変わりはなく、今年はさすがに自動更新になることはないでしょうから、こちらに則っ

て進めることになるかと思いますので、よろしくお願いします。 

では、議題（３）小児慢性特定疾病指定医及び指定医療機関について事務局から説明をお願いしま

す。 

【事務局】 

  小児慢性特定疾病指定医及び指定医療機関について、資料 12 ページを基に説明。 

【会 長】 

  議題（３）小児慢性特定疾病指定医及び指定医療機関に関してご意見ご質問ありますか。 

これは指定医も指定医療機関もルール通りになってきたということで、いいことではないかと思い

ます。 

では、議題（４）その他につきまして事務局から説明をお願いします。 

【事務局】 

  資料 13 ページ、17 ページから 18 ページを基に説明。また、今年度の報酬の支払い時期について連

絡。 

【会 長】 

議題（４）に関しまして、何かご質問ございますか。 

現在小児慢性特定疾病の意見書は病院のサーバーを使って作成していますが、小慢ＤＢの新システ

ムが施行された場合、意見書の作成を 2 度行う必要があるということは避けるようにしていただきた

いと思っていまして、どこかの時点で確認をお願いします。 

【事務局】 

分かりました。ありがとうございます。 

【会 長】 

  その他、全般的なことや議題以外の内容も含めまして何かご意見ございますか。 

  私から一つお願いがありまして、現在新型コロナウイルス感染症が流行する中、学校でもメンタル

的な対応がかなり増えていると聞いています。もし可能なら、要望があった場合には専門の先生から
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養護の先生に対してＷｅｂで講演会などをやっていただいてもいいのではないかと思います。小児で

もかなり精神的な問題が出てきていると思いますので、状況によってはコロナ対応がひと段落した後

でもよいので、検討してもいいのかと思います。 

【事務局】 

  浜松市の精神保健福祉センター、学校教育部等にて会議を実施していますので、会議の場で今のご

意見を説明したいと思います。 

【会 長】 

  分かりました。 

  他にご意見ございますか。なければ、今年度の審査会会議を終了としたいと思います。ありがとう

ございました。 


